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 平成 24年の長野県で、長野大会前日に総会が行われ

ました。その席上で、18代目の全国肢体不自由特別支

援学校ＰＴＡ連合会（略　全肢Ｐ連）の会長に就任いたし

ましました。坂ますみ（ばん　ますみ）と申します。

 前任の濱川浩子会長よりこの任を引き継ぎ、その責任

の重さを痛感しているところです。本年は、信濃の国長

野県に於いて、55回目の総会を迎えました。総会のご

来賓として、全国特別支援教育推進連盟から、今年の 5

月に就任されました大南英明新理事長においでいただき

ました。

 また、昨年に引き続き、日本肢体不自由児協会からは

井田千昭常務理事がおいでくださいました。お二方には

ご来賓として、ご挨拶をいただきましてありがとうござ

います。

 長野大会では文部科学省、特別支援教育課の下山直人

特別支援教育調査官から特別支援教育の動向についての

基調講演をいただきました。現在、中央教育審議会「特

別支援教育の在り方に関する特別委員会」の「共生社会

の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のため

の特別支援教育の推進」として、報告が示されていま

す。

 いままで以上に特別支援学校のセンター的な役割と指

導力が求められます、私たち保護者は障害のある子ども

たちがどこの場においても、命の尊厳とその成長を育む

ことを求めて行きたいと思います。教育システムは一度

崩れてしまうと、これまで積み重ねてきた特殊教育から

特別支援教育へと発展するための大事な理念が、安易な

理解になってしまうのではと不安になります。ひとつひ

とつ丁寧に要望し、社会全体の理解が進むことを願って

います。

 皆様と一緒に頑張って行きたいと思いますので、どう

ぞ、よろしくお願い申し上げます。

全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会

会　長　　坂　　 ま　す　み
（東京都立光明特別支援学校ＰＴＡ会長）

就任あいさつ

『全肢Ｐ連安心保障制度』をお薦めしています。

 全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会　会長　坂　ますみ

　この保険は肢体不自由の子どもたちのため、また、その家族が安心できる保険がほしいとの保護者の声から生まれ
ました。何度か内容を見直し、現在の保障内容になりました。
　一人でも多くの子どもたちに役立てることができるように願っています。

　尚、お問い合わせ等は「全肢Ｐ連安心保障制度事務局」まで、お願い申し上げます。
　（ＴＥＬ） 0120_313_186　　（ＦＡＸ） 0120_090_027
　　　　　 営業時間　平日 9：00～17：00　（土日祝日休業）
※平成 24年 4月に全肢Ｐ連加入校（207校）へ申し込み書類を送付しています。
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 全国の肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会会員の皆

様、はじめまして。

 今年度、全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会副

会長並びに理事を仰せつかりました東京都立多摩桜の丘

学園杉野学（全国特別支援学校肢体不自由教育校長会会

長）です。

 全肢Ｐ会長は、濱川会長から新しく坂会長に変わられ

ましたが、坂会長と連携・協力しながら、この教育のま

すますの発展のために精一杯努力していきたいと思いま

す。また、全国大会、各ブロック大会等では、皆様のお

力をお借りしながら、保護者・学校・地域・関係機関等

との連携などについて、よりよいＰＴＡ活動の在り方を

検討していきたいと考えています。

 さて、この教育は大きな変革の時代を迎えています。

今、国では障害者制度改革が進んでいます。障害者の権

利に関する条約の批准・締結に向けた検討、障害者基本

法の改正など、また、中央教育審議会初等中等教育分科

会での特別支援教育の在り方に関する特別委員会報告で

は、共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システ

ム構築のための特別支援教育の推進が示されています。

 このような大きな変革のときに、この仕事を引き受け

るのは、とても身の引き締まる思いです。私事で恐縮で

すが、昭和 53年に、初任で肢体不自由養護学校高等部

担任として携わったのがこの教育との出会のはじまりで

す。子ども達の明るい笑顔が大好きです。皆様、今後と

もよろしくお願いします。

 東北地区特別支援学校肢体不自由教育校長会を代表し

て、岩手県立盛岡となん支援学校、鈴木長之校長先生か

ら義援金についての報告をいただきました。

 また、全肢Ｐ連義援金口座は平成 24年 8月 17日をも

ちまして、閉めさせていただきました。皆様の温かいご

支援に保護者一同感謝申し上げます。有難うございまし

た。

 私たち保護者は、今後も障害のある子どもたちのため

一層の努力をして参ります。

ご 挨 拶

全国特別支援学校肢体不自由教育校長会　

会　長　　杉　　野　　　 学
（都立多摩桜の丘学園校長）

東日本大震災　《義援金報告》

 全肢Ｐ連および各校から直接振り込まれた総額　608万 5730円
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《次　第》
日　時　　平成 24年 8月 19日（日）　16：00～：17：00
会　場　　メルパルク長野　1階ホール
 司会　本部事務局長　　佐　竹　京　子　

 1 ．会 長 挨 拶
  全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会
  （東京都立墨東特別支援学校PTA会長）
 濱　川　浩　子
 2 ．来 賓 挨 拶
  全国特別支援教育推進連盟　
 理事長　　大　南　英　明 氏
  社会福祉法人日本肢体不自由児協会　
 常務理事　　井　田　千　昭 氏
 3 ．新規加入ＰＴＡ紹介等 佐　竹　京　子
 4 ．議 長 選 出
  総会議長　中　部地区　愛知県立名古屋養護学校　
   ＰＴＡ会長　　宇 佐 美 裕 司
  　〃　　　近　畿地区　奈良県立明日香養護学校
   校長　　玉　井　良　忠
 5 ．議事【総会議案の承認】
 ⑴ 平成 23年度事業報告
   全肢Ｐ連会長　　濱　川　浩　子
 ⑵ 平成 23年度会計決算報告
   事務局長　　佐　竹　京　子
 ⑶ 平成 23年度会計監査報告
   監事（東京都立北特別支援学校　校長）　　
   引　間　宗　人
 ⑷ 平成 24年度新役員選出
   全肢Ｐ連会長　　濱　川　浩　子
    退 任 挨 拶 　　濱　川　浩　子
   新代表挨拶　　全肢Ｐ連新会長　　坂　ま　す　み
 ⑸ 平成 24年度事業計画（案）
   全肢Ｐ連会長　　坂　ま　す　み
 ⑹ 平成 24年度会計予算（案）
   事務局長　　佐　竹　京　子
 ⑺ 表彰者の確認と顧問の推薦
   全肢Ｐ連会長　　坂　ま　す　み
 6 ．議 長 解 任
その他、諸連絡

平成 23年度事業報告

 1 ．総会及び研究大会
 平成 23年 8月 20日（土）～22日（月）
 　　於：パンパシフィック横浜ベイホテル東急
 主　題
   「子どもたちの一人一人のニーズに応じた特別支援教

育・肢体不自由教育の取り組みおよび共生社会づくりの
為、ＰＴＡ活動はどうあるべきか」

 ⑴ 基調講演（行政説明）
  文部科学省初等中等教育局特別支援教育課
   課長　　千　原　由　幸 氏
  文部科学省初等中等教育局特別支援教育課
   特別支援教育調査官　　下　山　直　人 氏
  厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課
   課長　　土　生　栄　二 氏
 ⑵ 分科会「（新）子どもたちをとりまくネットワーク」
  第 1分科会「学校」　　第 2分科会「地域」
  第 3分科会「福祉」　　第 4分科会「労働」
  第 5分科会「医療」　　第 6分科会「機器」
 ⑶ 会員研修
  講演①　 「肢体不自由教育に求められる専門性
  　　　　 ─各種学校（光明学校）から特別支援学校への継

承と発展─」
  独立行政法人国立特別支援教育総合研究所企画部　　
   統括研究員　　長　沼　俊　夫 氏
  講演②　「みんなの力で　みんなを支援」
   聖路加国際病院　理事長　　日 野 原 重 明 氏
 ⑷ 全体講評
  文部科学省初等中等教育局特別支援教育課　　
   特別支援教育調査官　　下　山　直　人 氏
  厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課　
   障害福祉専門官　　高　木　憲　司 氏
   厚生労働省職業安定局高齢・障害者雇用対策部障害者雇

用対策課地域就労支援室　
   障害者雇用専門官　　吉　 岡　　 治 氏
 2 ．役員会
 ⑴ 第一回　平成 23年 8月 20日（土）
   　　於：横浜市社会福祉センター会議室
 ⑵ 第二回　平成 24年 1月 19日（木）
   　　於：都立墨東特別支援学校会議室
 3 ．会報の発行
 ⑴ 第 98 号　 平成 23年 4 月　　20,000部
 ⑵ 第 99 号　 平成 23年 7 月　　20,000部
 ⑶ 第 100号　 平成 23年 9 月　　20,000部〈総会報告〉
 ⑷ 第 101号　 平成 23年 10月　　20,000部
 ⑸ 第 102号　 平成 23年 11月　　20,000部
 （内 9,000部ＪＫＡ補助　神奈川大会特集号）

(((((((((((((((((((((((((((((((((((((((((
(((((((((((((((((((((((((((((((((((((((((
(((((((((((((((((((((((((((((((((((((((((
(((((((((((((((((((((((((((((((((((((((((

平成 24年度　全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会
≪　総　会　≫
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 ⑹ 第 103号　 平成 24年 1月　　20,000部
 4 ．全国心身障害児福祉財団事業　【国庫補助事業】
 《保護者研修会》
 ○本部 24年 1月 19日（木）　94名
  テーマ①「 重度重複障害児のコミュニケーション学習等

の支援」
  講　師　東京学芸大学（教育学博士）
 教授　　小　池　敏　英 氏
  テーマ②「特別支援教育の動向」
  講　師　文部科学省　特別支援教育課　
   特別支援教育調査官　　下　山　直　人 氏
 ○北・東ブロック　山形県立ゆきわり養護学校
 8月 29日（月）　72名
  テーマ「福祉制度と福祉サービスの利用」
  講　師　山形県社会福祉事業団 鈴　木　一　成 氏
 ○東京　都立あきる野学園 11月 14日（月）　100名
  テーマ「障がい者（児）理解啓発出張事業」
  　　　　　　　～互いの障がい理解のために～
  講　師　特定非営利活動法人レインボー
   代表　　両　角　美　映 氏
 《ボランティア研修会》
 ○関・甲ブロック　都立小平特別支援学校
   24年 1月 13日（金）　37名
  テーマ　 東日本大震災における「障害者支援のコーディ

ネートの経験」
  講　師　社会福祉法人「イリアンソス」のぞみの家
   施設長　　磯　部　光　孝 氏
 ○中部ブロック　富山県立総合支援学校
   11月 12日（土）　23名
  テーマ　「障がいのある方への接し方」
  講　師　元本校教諭　　 田 口 ほ な み 氏
 《親子ふれあいキャンプ療育事業》
 ○中部ブロック　福井県立福井養護学校
   8月 20日（土）～21日（日）　40名
  テーマ①　動作法の実技研修（2時間）
  講　師　愛知教育大学 准教授　　森　﨑　博　志 氏
  テーマ②　動作法の実技研修（1.5時間）
  講　師　愛知教育大学 准教授　　森　﨑　博　志 氏
 ○中・四ブロック　香川県立高松養護学校
   9月 18日（日）～19日（月）　58名
  テーマ①　子供たちとの関わりの中で
  講　師　理学療法士 泊　　 博　 一 氏
  テーマ②　人形劇とふれあい音楽体験
  講　師　障害児と共に歩む人形劇団すまいる
 ○近畿ブロック　兵庫県立播磨特別支援学校
   8月 1日（月）～2日（火）　49名
  テーマ　 こころとからだで感じよう！ふれあいとつなが

りを
  講　師　くらしき作陽大学
   教授　　橋　本　正　巳 氏

【社会福祉法人全国心身障害児福祉財団主催事業】
《障害児・者父母団体地域指導者養成研修会》
 ○〔富山県富山市〕　
  9月 16日（金）～17日（土）　
   富山県立富山総合支援学校ＰＴＡ会長、ＰＴＡ厚生部長

参加
 ○〔大分県別府市〕　
  7月 8日（金）～9日（土）　
  大分県立別府支援学校ＰＴＡ会長、副会長参加
 ○〔新潟県弥彦市〕　
  10月 14日（金）～15日（土）　
  新潟県立東新潟特別支援学校ＰＴＡ会長参加
 ○〔広島県広島市〕　
  24年 2月 17日（金）～18日（土）
  広島県立広島特別支援学校ＰＴＡ会長参加
 5 ．関係団体事業および行事等への参加
 ⑴ 関係各省庁への陳情および会議などへの参加要請
  ●文部科学省　特別支援教育課へ
    6月 1日（火）後援・派遣依頼、9月 15日（水）大会の御

礼
  ● 中央教育審議会「特別支援教育の在り方に関する特別

委員会」へ委員として委嘱
    第 10回 5月 27日（金）、11回 8月 19日（金）、
   12回 9月 15日（木）、13回 10月 4日（金）、
   14回 12月 9日（金）、15回 24年 2月 13日（月）、
   16回 24年 3月 28日（水）
  ● 合理的配慮等環境整備検討ＷＧ　
   第 2回 8月 18日（木）ヒアリング　於 : 三田共用会館
  ●合理的配慮等環境整備検討ＷＧ傍聴出席
    第 4回 9月 14日（水）、5回 10月 24日（月）、
   6回 11月 28日（月）、8回 24年 1月 13日（金）、
   9回 24年 1月 20日（金）
  ● 特別支援学校等における医療的ケアの実施に関する検

討会へ委員として委嘱
   第 1回 10月 31日（月）、2回 11月 14日（月）
  ●冊子特別支援教育「座談会」収録
  ●厚生労働省　障害福祉課へ　
   6月 1日（火）、9月 15日（水）
  ●厚生労働省　雇用対策課へ　
   6月 1日（火）、9月 15日（水）
  ● 内閣府「障害者週間」「障害者フォーラム 2011」へ出

席　12月 2日（金）
 ⑵ 全国特別支援教育推進連盟理事会および行事への参加
  ●理事会　5月 6日（金）、7月 8日（金）、10月 7日（金）、
   24年 2月 3日（金）
  ●第 34回全国特別支援教育振興協議会　
   12月 6日（火）　於：国立オリンピック記念センター
 ⑶ 社会福祉法人全国心身障害児福祉財団会議等への参加
  ●父母連絡会議　4月 27日（水）、7月 4日（月）
  ●評議員会　　　5月 30日（月）、24年 3月 27日（火）
 ⑷ 社会福祉法人日本肢体不自由児協会
   「第 30回日本肢体不自由児・者の美術展」常陸宮両殿下
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のご臨席のもと開催、表彰式および作品鑑賞
  12月 8日（木）　於：川崎市民ミュージアム
   全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会賞の授与
 （敬称略）
  （絵画の部）
   鹿児島県立鹿児島養護学校　小学部 5年　田中　鈴那
    （たなか　すずな）
   福岡市立今津特別支援学校　中学部 2年　佐藤　侑希
    （さとう　ゆき）
  ●運営委員会　10月 18日（火）
  ●審査会　10月 18日（火）
  ●手足の不自由な子どもたち「はげみ」編集会議
    5月 16日（月）、9月 6日（火）、11月 29日（火）、
   11月 15日（土）、23年 1月 22日（土）
 ⑸  日本肢体不自由教育研究運営委員会および大会への参

加
  ● 肢体不自由教育冊子 200号を祝う会　5月 14日（土）
   　　於：茗渓会館
    総会および運営委員会　5月 19日（土）、
   運営会議　6月 18日（土）、6月 9日（土）、
   7月 10日（土）、9月 11日（土）、10月 15日（土）、
   11月 20日（土）、23年 1月 15日（土）、2月 19日（土）
  ●第 35回研究大会　8月 8日（月）～9日（火）　
   　　於：代々木青少年オリンピックセンター
 ⑹  各地区主催の肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ・校長会

合同研究協議会等への参加
  ●都肢Ｐ連総会へ　5月 19日（木）　
   歓送迎会へ　5月 21日（土）
  ●関肢Ｐ連理事会へ　
   5月 11日（水）、24年 1月 11日（水）
  ●関肢Ｐ連および校長会合同協議会（茨城大会）へ　
   7月 29日（金）～30日（土）
  ● 全国肢体不自由児者父母の会  50周年東京大会へ出席
  ●長野県稲荷山養護公開研究へ参加
  ● 全国特別支援教育推進連盟事業「震災と障害のある子

供への支援」へ参加　於：都立永福学園
  ● 第 16代会長江本緑さんご家族（江本蒔衣さん　葬儀）

へ出席　7月 17日（日）
 6 ．関係友好団体への後援等
 ○第 35回日本肢体不自由教育研究大会　
 ○ 平成 23年度「第 30回肢体不自由児・者の美術展」日本

肢体不自由児協会
 ○第 44回全国肢体不自由児・者父母の会連合会東京大会
   第 48回関東甲越肢体不自由児者父母の会連合会東京大

会（全国肢体不自由児・者父母の会連合結成 50周年記念
事業）

 ○平成 23年度てんかんを正しく理解する月刊　協賛
  「第 34回てんかん基礎講座」協賛
 ○ （社）日本てんかん協会 第 38回全国大会（岡山大会） 協

賛
 ○ 平成 23年度第 47回関東 ･甲越地区肢体不自由特別支援

学校ＰＴＡ会長総会及びＰＴＡ ･校長会合同研究協議会

（茨城大会）
 ○第 49回中部地区肢体不自由教育研究大会（愛知大会）
 ○全国訪問教育研究会第 24回全国大会（埼玉）
 7 ．表彰者の確認と顧問の推薦
 全国特別支援学校肢体不自由教育校校長会　前会長　　
 全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会　前副会長　　
 （東京都立城北特別支援学校　前校長）
   土　井　富　夫 様
  全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会「山形大会」実
行委員会
 主管校（山形県立ゆきわり養護学校ＰＴＡ会長）　　
 會　 田　　 修 様
※規約の第 16条、および細則の第 5条によって、全国特別
支援学校肢体不自由教育校校長会前会長の土井富夫氏を顧問
に推挙する。

日本肢体不自由児協会
常務理事　井田　千昭 氏

来賓あいさつ
全国特別支援教育推進連盟
理事長　大南　英明 氏
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氏　　名 備　　　　　　考

永 島 弘 子 平成 3年度
会　長（東京都立北養護学校）

谷 口 　 篤 平成 8年度～平成 12年度
会　長（東京都立北養護学校）

佐 竹 京 子 平成 13年度
会　長（国立筑波大学附属桐が丘養護学校）

木 村 知 鶴 平成 16年度～平成 17年度
会　長（東京都立小平養護学校）

江 本 　 緑 平成 18年度～平成 19年度
会　長（東京都立光明特別支援学校）

濱 川 浩 子 平成 20年度～平成 23年度
会　長（東京都立墨東特別支援学校）

中 島 秀 夫 昭和 54年度～昭和 58年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立小平養護学校長）

三 浦 　 和 昭和 61年度～平成元年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立光明養護学校長）

青 柳 勝 久 平成 4年度～平成 5年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立北養護学校長）

鈴 木 　 峻 平成 6年度～平成 8年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立光明養護学校長）

林 　 友 三 平成 9年度～平成 11年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立北養護学校長）

今 里 　 勉 平成 12年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立光明養護学校長）

飯 野 順 子 平成 13年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立村山養護学校長）

能 瀬 廉 英 平成 14年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立光明養護学校長）

伊 東 光 雄 平成 15年度～平成 16年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立光明養護学校長）

池 田 敬 史 平成 17年度～平成 20年度
全国特別支援学校肢体不自由教育校長会長（東京都立あきる野学園校長）

土 井 富 夫 平成 21年度～平成 22年度
全国特別支援学校肢体不自由教育校長会長（東京都立城北特別支援学校長）

三 室 秀 雄 平成 23年度
全国特別支援学校肢体不自由教育校長会長（東京都立光明特別支援学校長）

福 地 周 一
福岡市立今津養護学校元ＰＴＡ会長

垰 野 　 兪 昭和 50年度～昭和 53年度　　　　　　　平成 20年 4月 27日ご逝去
会　長（東京都立光明養護学校）

石 川 昌 次 昭和 59年度～昭和 60年度　　　　　　　平成 19年 9月 22日ご逝去
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立光明養護学校長）

早 瀬 俊 夫 昭和 47年度　　　　　　　　　　　　平成 19年 6月 23日ご逝去
全国肢体不自由養護学校長会長（大阪府立堺養護学校長）

平成 24年度 全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会顧問名簿
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〈収　　　入〉 平成 24年 3月 31日 （単位：円）

項　　　目 23年度予算 23年度決算 摘　　　　　　　　　　　　　要
前 年 度 繰 越 金 2,076,236 2,076,236
会 費 7,252,400 7,252,400 204校分担金（400円× 18,131人児童生徒数）
自 転 車 補 助 金 774,000 773,955 （財）ＪＫＡ（大会特集号 1,032,000円の補助）
国 庫 事 業 補 助 費 1,220,000 1,203,300 別紙内訳
寄 付 金 0 0
雑 収 入 600,000 933,778 保険手数料、オムツ手数料、利子等
合 計 11,922,636 12,239,669

〈支　　　出〉
項　　　目 23年度予算 23年度決算 摘　　　　　　　　　　　　　要

会  　 議  　 費 800,000 530,809 大会 30万、総会、役員会、その他会議
研  　 修  　 費 1,100,000 940,920 大会 60万、大会参加費等、関係団体研修大会参加費等
会  　 報 　  費 2,000,000 1,439,340 98・99・100（総会）・101・102（大会）・103号
分 　 担 　 金 139,000 139,000 推進連盟、日肢協美術展、日肢研
渉  　 外  　 費 100,000 81,500 他団体祝い金、周年行事出席、香典等
地 区 助 成 費 480,000 480,000 80,000円× 6ブロック
交  　 通 　  費 400,000 341,160 研修大会等交通費、一般交通費
通  　 信  　 費 1,000,000 850,689 電話、郵券、会報発送費、振込み料等
事 務 局 運 営 費 3,200,000 2,900,858 事務室使用料、事務作業費等　〈かたつむり〉派遣支払い
国 庫 事 業 補 助 費 1,220,000 1,203,300 別紙内訳
事 務 用 品 費 330,000 213,252 封筒、消耗品、事務関係全般・他
備 　  品 　  費 500,000 173,363 パソコン関連（メンテナンス修理含む）・他
雑 　 　  　 　 費 50,000 17,280 貸し金庫使用料・他
予  　 備  　 費 605,636 0
特 別 会 計 0 1,000,000
次 年 度 繰 越 金 0 0
合　　　　  計 11,924,636 10,311,471

特 別 会 計 積 立 額 平成 22年度 100万
平成 23年度 100万
合　　　 計 200万

平成 23年度　会計報告
 全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会
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平成 23年度　国庫補助事業内訳

項　　　　　目 23年度予算 23年度決算 実施ブロック

保 護 者 研 修 会
30,000 30,000 本部
30,000 28,500 中部　　　　（愛知県立ひいらぎ養護）
30,000 30,000 東京　　　　（東京都立墨東特別支援）

ボランティア研修会
40,000 38,500 近畿　　　　（大阪府立堺支援）
40,000 37,000 中国・四国　（島根県立江津清和養護）

親子ふれあいキャンプ
療 育 事 業

350,000 346,900 北海道・東北（福島県立郡山養護）
350,000 345,400 関東・甲越　（東京都立町田の丘学園）
350,000 345,400 九州　　　　（北九州市立北九州支援）

合　　　　　計 1,220,000 1,201,700

※決算の差額は謝金等の税金分を引いたものです。

会計決算報告
  上記の通り平成 23年度の収支決算を報告いたします。
    平成 24年 3月 31日 全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会　　　　
 会　　長　　濱　川　浩　子　㊞
 事務局長　　佐　竹　京　子　㊞

会計監査報告
  監査を実施した結果、適正に処理されていることを認めます。
    平成 24年 5月 20日 全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会　　　　
 監　事　　杉　 野　　 学　㊞
 監　事　　坂　　ま す み　㊞
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役職名 氏　　　　名 所　　　　　　　　　　属 ブロック 備　　　考

会　　長 坂 ま す み 東京都立光明特別支援学校ＰＴＡ会長 関 東・ 甲 越
副 会 長 杉 野 　 学 東京都立多摩桜の丘学園校長 関 東・ 甲 越 全肢長会長
〃 石 田 み き 東京都立永福学園（肢体不自由教育部門）ＰＴＡ会長 関 東・ 甲 越 都肢P連会長
〃 加 藤 正 則 秋田県立秋田きらり支援学校ＰＴＡ会長 北海道 ･東北 ブロック長
〃 矢 野 め ぐ み 群馬県立二葉高等養護学校ＰＴＡ会長 関 東・ 甲 越 ブロック長
〃 河 合 み ゆ き 愛知県瀬戸市立瀬戸養護学校ＰＴＡ会長 中 部 ブロック長
〃 鈴 木 隆 平 和歌山県立南紀支援学校ＰＴＡ会長 近 畿 ブロック長
〃 矢 野 昌 秀 広島県立広島特別支援学校ＰＴＡ会長 中 国・ 四 国 ブロック長
〃 東 恩 納 マ リ 沖縄県立鏡が丘特別支援学校ＰＴＡ会長 九 州 ブロック長

理　　事 坂 ま す み 東京都立光明特別支援学校ＰＴＡ会長 関 東・ 甲 越
〃 杉 野 　 学 東京都立多摩桜の丘学園校長 関 東・ 甲 越
〃 石 田 み き 東京都立永福学園（肢体不自由教育部門）ＰＴＡ会長 関 東・ 甲 越
〃 加 藤 正 則 秋田県立秋田きらり支援学校ＰＴＡ会長 北海道 ･東北
〃 大 日 向 邦 彦 秋田県立秋田きらり支援学校長 北海道 ･東北
〃 矢 野 め ぐ み 群馬県立二葉高等養護学校ＰＴＡ会長 関 東 ･甲 越
〃 小 林 洋 群馬県立二葉高等養護学校長 関 東 ･甲 越
〃 河 合 み ゆ き 愛知県瀬戸市立瀬戸養護学校ＰＴＡ会長 中 部
〃 佐 藤 隆 愛知県瀬戸市立瀬戸養護学校長 中 部
〃 上 平 範 子 長野県稲荷山養護学校ＰＴＡ会長 中 部 大会実行委員長
〃 中 原 順 治 長野県稲荷山養護学校長 中 部 大会主管校長
〃 鈴 木 隆 平 和歌山県立南紀支援学校ＰＴＡ会長 近 畿
〃 中 島 康 明 大阪府立岸和田支援学校長 近 畿
〃 鈴 木 隆 平 和歌山県立南紀支援学校ＰＴＡ会長 近 畿 次期大会実行委員長
〃 谷 　 嗣 弘 和歌山県立南紀支援学校長 近 畿 次期大会主管校長
〃 矢 野 昌 秀 広島県立広島特別支援学校ＰＴＡ会長 中 国・ 四 国
〃 松 本 剛 一 鳥取県立皆生養護学校長 中 国・ 四 国
〃 東 恩 納 マ リ 沖縄県立鏡が丘特別支援学校ＰＴＡ会長 九 州
〃 兼 本 タ カ 子 沖縄県立泡瀬特別支援学校長 九 州

評 議 員 中 島 早 苗 北海道拓北養護学校ＰＴＡ会長 北海道 ･東北
〃 高 橋 由 紀 子 北海道拓北養護学校長 北海道 ･東北
〃 竹 中 久 美 子 千葉県立桜が丘特別支援学校ＰＴＡ会長 関 東 ･甲 越
〃 鈴 木 　 功 茨城県立水戸特別支援学校長 関 東 ･甲 越
〃 髙 山 俊 一 福井県立福井養護学校ＰＴＡ会長 中 部
〃 青 木 咲 子 岐阜県立希望が丘特別支援学校長 中 部
〃 西 田 美 栄 奈良県立明日香養護学校ＰＴＡ会長 近 畿
〃 谷 　 嗣 弘 和歌山県立南紀支援学校長 近 畿
〃 五 王 孝 一 徳島県立ひのみね支援学校ＰＴＡ会長 中 国・ 四 国
〃 川 田 人 包 徳島県立ひのみね支援学校長 中 国・ 四 国
〃 小 松 み ど り 宮崎県立清武せいりゅう支援学校ＰＴＡ会長 九 州
〃 佐 藤 成 年 宮崎県立清武せいりゅう支援学校長 九 州

監　　事 藤 居 典 子 東京都立村山特別支援学校ＰＴＡ会長 関 東・ 甲 越 都肢P連副会長
〃 佐 藤 正 一 東京都立城南特別支援学校長 関 東・ 甲 越

事務局長 佐 竹 京 子 全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会事務局内
事務局員 辰 濃　  牧 全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会事務局内

平成 24年度　全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会役員名簿



10

平成 24年度事業計画

 1 ．総会及び研究大会
 平成 24年 8月 19日（日）～21日（火）
 　　於：メルパルク長野
 主　題　 「肢体不自由の子どもたちの一人一人の生きる力

を育むために、ＰＴＡ活動はどうあるべきか」
 ⑴ 基調講演
 ⑵ 分科会「（新）子どもたちをとりまくネットワーク」
   第 1分科会「学校」　　第 2分科会「地域」
   第 3分科会「福祉」　　第 4分科会「労働」
   第 5分科会「医療」　　第 6分科会「機器」
 ⑶ 会員研修
 ⑷ 全体講評

 2 ．役員会
 ⑴ 第一回　平成 24年 8月 19日（日）
　　　　　　　於：メルパルク長野
 ⑵ 第二回　平成 25年 1月 17日（木）　　於：未定

 3 ．会報の発行
 第 104号　平成 24年 4 月　　20,000部
 第 105号　平成 24年 9 月　　20,000部〈総会報告〉
 第 106号　平成 24年 10月　　20,000部
 第 107号　 平成 24年 11月　　（20,000部の内 8,000部

ＪＫＡ補助）〈長野大会特集号〉
 第 108号　平成 24年 1月　　20,000部

 4 ．全国心身障害児福祉財団事業
 【社会福祉法人全国心身障害児福祉財団主催事業】
 《障害児・者父母団体地域指導者養成研修会》
  全国 5ヶ所の予定

 【国庫補助事業】
全国心身障害児福祉財団事業実施地区割り当て

年
度

国　庫　補　助　事　業

保護者研修会
（3回）

ボランティア
研修会（2回）

親子ふれあいキャンプ
療育事業（3回）

23
本部
北海道・東北
東京

関東・甲越
中部

中部
近畿
中国・四国

24
本部
中国・四国
東京

北海道・東北
九州

北海道・東北
関東・甲越
九州

25
本部
九州
東京

近畿
中国・四国

中部
近畿
中国・四国

26
本部
近畿
東京

関東・甲越
中部

北海道・東北
関東・甲越
九州

27
本部
関東・甲越
東京

北海道・東北
九州

中部
近畿
中国・四国

＊ 当該年度の事業のブロック別分担は、定められた順番（上図参
照）で進められており、ブロック毎に担当の学校を 4月中旬頃
に決定し、各ブロック事務局から本部事務局まで連絡をくださ
い。

　 　なお、財団へ提出する書類が 5月初めです、内定の段階でも
実施校の連絡をお願いします。

 5 ．関係団体事業および行事への参加
 ⑴ 関係各省庁への陳情および会議などへの参加要請
 ⑵  全国特別支援教育推進連盟常任理事会・理事会および

行事への参加
 ⑶  社会福祉法人全国心身障害児福祉財団父母連絡会議等

への参加
 ⑷ 社会福祉法人日本肢体不自由児協会
  「第 31回日本肢体不自由児・者の美術展」開催への協力
  ● 運営委員会、審査会への参加ならびに全国肢体不自由

特別支援学校ＰＴＡ連合会賞の授与
  ●  12月頃、東京芸術劇場で常陸宮殿下のご臨席のもと

表彰式および作品鑑賞
 ⑸  日本肢体不自由教育研究運営委員会および大会への参

加
 ⑹ その他
  ● 各地区主催の肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会・

校長会合同研究協議会への参加
  ● 関係団体の記念行事等の参加

 6 ．関係友好団体への後援等

 7 ．表彰者の確認、顧問の推薦

 8 ．≪全国大会　開催ブロックの予定一覧≫

23
年度

（関東・甲越）
神奈川大会
主管校：神奈川県立麻生養護学校

（北海道・東北）
↓

（関東・甲越）
↓

（中部）
↓

（近畿）
↓

（中国・四国）
↓

（九州）

24

（中部）
長野大会
主管校： 長野県稲荷山養護学校、

花田養護学校

25
（近畿）
和歌山大会
主管校：和歌山県立南紀支援学校

26

（中国・四国）
愛媛大会
主管校： 愛媛県立しげのぶ特別支援

学校

27 （九州）

28 （北海道・東北）
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〈収　　　入〉 （単位：円）

項　　　目 23年度予算 24年度予算 摘　　　　　　　　　　　　　要
前 年 度 繰 越 金 2,076,236 1,928,198
会 費 7,254,400 7,240,000 207校分担金（400円× 18,100人児童生徒数）
Ｊ Ｋ Ａ 補 助 金 774,000 600,000 （財）ＪＫＡ（大会特集号の補助）
国 庫 事 業 補 助 費 1,220,000 1,220,000 別紙内訳
寄 付 金 0 0
雑 収 入 600,000 700,000 保険手数料、オムツ手数料、利子等
合 計 11,924,636 11,688,198

〈支　　　出〉
項　　　目 23年度予算 24年度予算 摘　　　　　　　　　　　　　要

会 議 費 800,000 700,000 大会 30万、総会、役員会、その他会議
研 修 費 1,100,000 1,100,000 大会 60万、大会参加費等、関係団体研修大会参加費等
会 報 費 2,000,000 2,000,000 104・105・106（総会）・107（40万大会）・108号
分 担 金 139,000 139,000 推進連盟、日肢協美術展、日肢研
渉 外 費 100,000 100,000 他団体祝い金、周年行事出席、香典等
地 区 助 成 費 480,000 480,000 80,000円× 6ブロック
交 通 費 400,000 500,000 研修大会等交通費、一般交通費
通 信 費 1,000,000 1,000,000 電話、郵券、会報発送費、振込み料等
事 務 局 運 営 費 3,200,000 3,200,000 事務室使用料 , 事務作業費等　〈かたつむり〉派遣支払い
国 庫 事 業 補 助 費 1,220,000 1,220,000 別紙内訳
事 務 用 品 費 330,000 330,000 封筒、消耗品、事務関係全般・他
備 品 費 500,000 300,000 パソコン関連（メンテナンス・修理含む）・他
雑 費 50,000 50,000 貸し金庫使用料・他
予 備 費 605,636 569,198
特 別 会 計 0 0
合 計 11,924,636 11,688,198

平成24年度　国庫補助事業内訳
項　　　　　目 23年度予算 24年度予算 実施予定ブロック

保 護 者 研 修 会
30,000 30,000 本部
30,000 30,000 中国・四国
30,000 30,000 東京

ボランティア研修会
40,000 40,000 北海道・東北
40,000 40,000 九州

親子ふれあいキャンプ
療 育 事 業

350,000 350,000 北海道・東北
350,000 350,000 関東・甲越
350,000 350,000 九州

合 計 1,220,000 1,220,000

平成 24年度　会計予算
 全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会
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≪長野大会宣言文≫を渡しました

 長野大会終了後の 9月 7日に文部科学省と厚生労働省へ坂ますみ新会長と杉野学全肢長会長と全肢Ｐ連事務局長佐竹が訪問
し、各省の課長さんへ坂ますみ新会長からお渡しすることができました。

　　特別支援教育課　大山真未課長へ

　　障害者雇用対策課　山田雅彦課長へ

障害福祉課　土生栄二課長へ　　
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大 会 宣 言 文

 現在、我が国においては、障害者権利条約の締結を目指
し、障害者制度の集中的な改革が進められています。平成
23年 7月には障害者基本法が改正され、全ての国民が共生
する社会を実現するため、障害者の自立と社会参加や支援を
力強く進めることが明確にされました。教育については、障
害者が能力や特性に応じて十分な教育が受けられるようにす
ることが引き続き示されるとともに、可能な限り障害のある
子どもと障害のない子どもが共に教育を受けられるよう配慮
することが規定されました。
 文部科学省では、この間、中央教育審議会に「特別支援教
育の在り方に関する特別委員会」を設置し、障害のある子ど
もと障害のない子どもが共に学ぶインクルーシブ教育システ
ムの在り方について検討し、平成 24年 7月 23日に中央教育
審議会初等中等教育分科会報告として公表しました。全国肢
体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会は、文部科学省の要請を
踏まえて、代表を委員会に送るとともに、積極的に意見を表
明するなど審議に協力して参りました。
 報告では、インクルーシブ教育システムにおいては、同じ
場共に学ぶことを追求するとともに、個別の教育的ニーズに
最も的確に応える指導の提供が求められており、特別支援学
校を含む多様で柔軟な教育の場を用意しておくことが必要と
されています。
 また、就学相談・就学先決定の在り方に係る制度改革の実
施、教職員研修等の充実、環境整備などに財源を確保して取
り組む必要が示されています。
 特別支援学校は、インクルーシブ教育システムの理念を尊
重しつつ、これまで以上に一人一人の教育的ニーズに応える
特別支援教育を充実させることが求められています。特別支
援教育の充実はインクルーシブ教育システムを推進する大き
な力になるものです。
 私たちは、障害のある人もそうでない人も支え合う、共
生・協働の社会の実現に向け、ＰＴＡ活動に取り組んで参り
ます。
 本年、全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会ならびに
全国特別支援学校肢体不自由教育校長会は 8月 19日・20
日・21日の 3日間、長野県において、ＰＴＡ・校長会合同
研究大会『長野大会』を開催し、｢肢体不自由の子どもたち
の一人一人の生きる力を育むために、ＰＴＡ活動はどうある
べきか｣ を主題に研究協議を重ねました。
 本研究大会において、共通理解に至った以下の重点事項を
挙げ、関係機関が一致協力し、すべての子どもたちの幸福な
未来を実現していくことを、ここに宣言いたします。

○ 　乳幼児期から生涯に渡り、教育・福祉・医療・労働等
の各関係機関が協力し、子どもたち一人一人のニーズに
応じた「個別の支援計画」を作成し、計画の実施、評価
を通して、障害の重度・重複化、多様化に対応する特別
支援教育の充実を図っていきます。

○ 　障害のある子どもと障害のない子どもが共に学ぶ機会
を増やし、居住地域での小・中学校との交流及び共同学
習を推進し、地域生活の基盤づくりを進めていきます。
特に、居住地域の小・中学校との交流及び共同学習を推
進します。

○ 　医療的ケアを安全に実施するため看護師の適切な配置
を進めるとともに、介護職員等が一定の条件の下でたん
の吸引等が実施できる（平成 23年 6月、社会福祉士及び
介護福祉士法の一部改正）制度の活用を図り、子ども達
の教育を支えるため医療的ケアを充実させていきます。

○ 　障害のある子どもが等しく教育を受ける権利を確立す
るために、義務教育国庫負担制度及び特別支援教育就学
奨励費制度の堅持・充実とその財源の確保を求めていき
ます。

○ 　特別支援学校は、その専門性を活かし、近隣の幼稚園
や小 ･中 ･高等学校への相談支援や巡回指導などのセン
ター的機能の充実を図っていきます。

○ 　特別支援教育の一層充実を図るため、特別支援学校等
の教職員の専門性の向上を図ります。このため、独立行
政法人国立特別支援教育総合研究所との連携を推進しま
す。また、ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等の外部専門職との連携を
進めます。

○ 　障害のある子どもたちが利用できる、放課後等デイサ
ービス、児童発達支援センター、児童発達支援事業所等
の整備を進め、医療的ケアの必要な障害児者も地域で安
心して生活ができるよう、事業を拡充していきます。

○ 　卒業後の自立や社会参加に向けて、自立支援協議会の
活用を図りつつ、相談支援事業を拡充し、就業や日中活
動へ通う障害者のグループホーム・ケアホーム等の生活
の場を確保します。
  　また、労働関係各機関等と連携を図り、生徒の就業を
促進していきます。

○ 　各種支援機器や情報コミュニケーション技術等を活用
し、肢体不自由のある子どもの学習と生活の支援の充実
を図ります。
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○ 　公共・民間の施設・交通機関のバリアフリー、ユニバ
ーサルデザインを活用した建物や設備の整備が進むよう
働きかけていきます。

○ 　自然災害等に備えて、学校、家庭、関係機関と連携・
協力し、総合防災マニュアルの策定をはじめとして、地
域社会において障害のある子どもがいついかなる時も安
全・安心して生活できるよう必要な施策の実現を働きか
けていきます。

平成 24年 8月 21日
 全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会
 全国特別支援学校肢体不自由教育校長会

〈新規加入校紹介〉

瀬戸市立瀬戸養護学校（さくらんぼ学園）

「支え合い」共に歩む

 本校は平成 22年 4月に人口約 133千人の愛知県瀬戸市が
設置した、特別支援学校（肢体不自由）で本年度は小学部、中
学部、高等部合計で 46名が在籍しています。
 本校の開校により、これまでスクールバスで 1時間以上か
けて愛知県立小牧養護学校まで通っていた瀬戸市、尾張旭
市、長久手市の児童生徒及び保護者の通学にかかる負担が大
幅に軽減しました。
 本校は本年度開校 39年目の瀬戸市立萩山小学校と建物（体
育館、特別教室等）を共有し、授業を行っています。地域の
小学校と特別支援学校が同じ校舎に設置されている学校は全
国的にも少なく、愛知県内では初めてです。
 この環境を「本校の強み」として生かし、瀬戸市内の学校
が一堂に会して行う文化祭「まるっとせとっ子祭り」の音楽
会で萩山小学校と合同演奏の発表を行ったり、小学校、中学
校と共に地域にある公園の清掃活動に参加したりして交流教
育を進めています。
 また、地域の防災訓練にＰＴＡと児童生徒、教職員が参加
したり、市内の小学生、中学生、高校生、地域の高齢者等地
域の幅広い年齢層が参加する「ボッチャ大会」を主催したり
し、地域に密着した学校として歩みつつあります。
 開校当初から、地域の社会奉仕団体や公共施設、事業所等
と連携し、児童生徒の体験的な学習や見学等を通して、将
来、児童生徒が地域で活躍する姿を見据えたキャリア教育を
積極的に推進しています。
 一人一人の教育ニーズに応じた教育をさらに進めるため、
整形外科医、理学療法士、作業療法士等と連携し、現職研修
に努めています。夏季休業等長期休業中には「iPad を使っ
てみよう！」「口腔ケアについて」など、校内で多くの研修
を他の学校の教職員や保護者にも公開して実施し、特別支援
教育のセンター的機能を発揮するよう努めています。
 開校 3年目の本校ですが、校訓にある「支え合い、活動的
に、今を生きる」児童生徒の姿を日々の授業の中で具現化
し、「共生社会」の実現に向け、更に地域社会の理解が深ま
るよう、さらに地域に根差した学校、地域と共に歩む学校を
目指して参ります。今後とも御指導、御支援をお願い申し上
げます。 （教頭　鵜　 飼　　 博）



15

神奈川県立岩戸養護学校

「自立」と「社会参加」をめざして

 本校は海と山に囲まれた自然豊かな三浦半島のほぼ中央部
に位置し、平成 22年 4月 1日に開校しました。統廃合によ
って休止施設となった高校の旧校舎を利用し開設され、神奈
川県立では唯一の高等部課程のみの特別支援学校となってい
ます。肢体不自由教育部門、知的障害教育部門が併置されて
います。横須賀・三浦・逗子市、葉山町、横浜市金沢区在住
の生徒が在籍しています。
 「キャリア教育を推進し、生徒一人ひとりの『自立』と
『社会参加』を実現する」ことを教育目標とし、「ニーズに応
じた指導と支援」「障害のある生徒のキャリア教育の推進」
「就労に向けた学習の充実と卒業後の定着支援」「地域資源と
の連携による自立活動等の充実」「安全と健康を守る教育環
境の整備」に取り組んでいます。
 肢体不自由教育部門には幅広い教育的ニーズを必要とする
生徒が在籍しています。専門家の支援による自立活動の充実
を図る一方で「職業」の学習も行っています。また知肢併置
校の利点を活かし、週 2回行われる部活動や「職業」の授業
等で知的障害教育部門の生徒との交流が日常的に行われてい
ます。年間に 2～3回行われる校内実習でも一緒に活動をし
ている生徒も複数います。
 本校ＰＴＡは開校年に発足しました。活動の中心となる役
員や各種委員はクラスの代表から選ぶという方法ではなく、
すべて立候補で決定するという活動への意欲があふれた形と
なっています。夏季休業中の余暇活動や学校祭では、生徒や
来校者に好評なプログラムを提供しています。また、本年 2
月には障害理解を進めるための公開研修会を開催し、全県下
から 300人を上回る方々に参加をいただきました。まだ 3年
目ということで初めて運営する行事なども多く、活動の多く
は手探りの段階ですが近隣校の実践を手本として本校らしい
活動を積み重ねてきています。
 来春いよいよ知的障害教育部門最初の卒業を迎え一つの区
切りがつきますが、将来にわたって障害児の「自立」と「社
会参加」を実現するために努力して参りたいと考えておりま
す。 （校長　永　合　秀　行）

埼玉県立蓮田特別支援学校

「地域に根ざした特別支援学校づくり」
－埼玉県下初の病弱・肢体併置校のスタート－

 本校は本年度創立 36年を迎えた特別支援学校です。設立
以来、隣接する独立行政法人国立病院機構東埼玉病院に入院
又は通院している児童生徒を対象に、病弱特別支援学校とし
て一人一人のニーズに応じた教育に努め、多大な成果を収め
てきました。こうした中、本校は近年、入院生の減少に伴
い、本年度から県教育委員会の施策（特別支援学校の教室不
足解消事業）により、新たに「肢体不自由教育部門」を開設
しました。
 現在、本校は児童生徒数 64名（肢体 40名、病弱 24名）、
教職員 82名体制へと学校規模が拡大され、活気がみなぎっ
ています。5月 24日（木）には県教育委員会・保護者との連
携のもと、「肢体不自由教育部門開設記念式典」を盛大に開
催し、地域に根ざした特別支援学校として広く県民にアピー
ルしました。
 新たな学校としてスタートし、早くも半年が経過しまし
た。この間、児童生徒は本校の充実した施設設備のもと、こ
れまでの実績ある教科指導や自立活動を踏まえ、①ＩＣＴを
積極的に活用した授業、②キャリア教育に基づく進路指導、
③支援籍学習・共同学習など小中高等学校等との積極的な交
流、④地域の教育力を活用した農業体験学習など、本校の特
色ある教育活動に熱心に取り組んでいます。このような中か
ら、児童生徒一人一人は、多くの仲間との交流を図り、制定
した校訓である「明るく・心豊かに・夢の創造」に向けて、
持てる力を最大限に発揮しています。
 また、本校ＰＴＡ活動においても肢体不自由教育部門の開
設により変化を遂げています。昨年度までは会員数不足から
ＰＴＡ活動の縮小を余儀なくされていたが、本年度より会員
数増大から、①本部役員及び理事の体制、② 3つの専門部体
制（文化・進路・広報）など、ＰＴＡ組織や事業内容の見直し
を図り、活性化に繋げています。本部役員や理事の中には役
員経験者も多数見られ、ＰＴＡ総会以降、主体的・創造的な
動きを持って積極的に取り組んでいます。
 終わりに、本校は本年度より新たな会員校として加入させ
ていただきました。これからも伝統と実績あるすばらしい全
肢Ｐ連の活動を視野に、埼玉県下初の病弱・肢体併置の特別
支援学校として邁進していく覚悟です。
 （校長　片　山　利　明）
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事務局移転のお知らせ

 当会の事務局は長年にわたり、関係団体でもあります。全
国心身障害児福祉財団内に事務局を置いて活動してまいりま
した。しかしながら、昨年の震災以降に実施された福祉財団
ビルの耐震検査の結果、耐震強度不足が判明し、建物は危険
な状態であることから、平成 25年までに解体することが決
まりました。
 これを機に 8月 26日に新宿区西早稲田から港区芝大門に
あります民間のビルに移転いたしました。
 部屋が広いため、全国特別支援教育推進連盟とＮＰＯ法人
ことばを育む会と合同で借用しております。

（新住所）
〒 105_0012
　　　東京都港区芝大門 1_10_1
　　　（全国たばこビル内 6階）
　　　TEL：03_6721_5710
　　　FAX：03_6721_5711

ＪＲ浜松町駅から徒歩 7分、地下鉄大
門駅から 5分、御成門駅から 3分

 当会の会報は、（株）イント・コーポレーションの福祉情報
冊子「アイムファイン」との合併をしています。
 今年の発行回数は合併号が 3回、総会報告と大会報告集と
合わせて、年 5回の発行となります。今回の会報 106号は加
盟校にお渡しする総会報告の為、従来通りの様式でお届けし
ています。
 今年度の総会は、8月 19日に長野県において滞りなく開
催されました。
 全国各校のＰＴＡ会長さんや校長先生方には、総会の開催
ならびに運営に大変ご理解とご協力をいただき、感謝申し上
げます。
 また、全国から積極的なご出席がありましたことも、皆様
のご配慮と感じました。誠に有難うございました。
 《事務局長　佐竹京子》　

＝編＝集＝後＝記＝




